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自然公園における法面緑化指針（案） 

 

 

1．指針の位置づけ 

1．1 指針の目的 

本指針は、自然公園法の目的の一つである「生物の多様性の確保に寄与すること」を前提と

して、自然公園内において、生態系、種、遺伝子の 3つのレベルでの生物多様性の保全に配慮

し、周辺の環境と調和した自然回復を最終目的とする法面・斜面の緑化を行うために定める。 

 
 
1．2 指針の適用範囲 

本指針は、自然公園内において、公園事業の執行及び諸行為によって生ずる裸地並びに自然

発生の荒廃地などの法面・斜面を対象とするすべての緑化に適用する。 

 

 

2．法面緑化の目的 

 自然公園内における緑化の目的は以下の3つである。 

1） 侵食防止、法面の安定・強化に資すること。 

2） 自然生態系の維持・修復・保全に資すること。 

3） 周辺の自然景観との調和に資すること。 

 
 
3．基本理念 

自然公園内における緑化の基本理念は以下の3つである。 

1） 自然の地域性、固有性を尊重する。 

2） 対象地域の自然条件に適合した植物の導入を基本とする。 

3） 自然回復の順序を尊重する。 
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4．基本理念に基づく方針 

4.1 前提条件 

1） 開発工事に伴う自然の改変は最小限にとどめること。 
2） 防災上、安定した生育基盤を造ること。 
3） 自然の回復力が発揮されやすい状態を造ること。 
4)   地域固有の生態系に配慮し、植物を導入する場合は原則として地域性系統の植物のみを使

用すること。 

4.2 緑化の計画 

施工対象地域内およびその周辺の植生、対象法面の状態を踏まえ、法面の安定確保を前提と

して、緑化目標、緑化工法、施工後の管理等についての計画を策定すること。なお、緑化に植

物材料を使用する場合には、原則として地域性系統の植物のみ使用を可とすることから、必要

量の植物材料を確保するための準備工（種子・表土の採取、苗木の計画栽培）の計画を早期に

策定すること。 

4.3 最終緑化目標 

施工対象地域の植生と同様・同質の植物群落（施工対象地域に自然分布する個体群のみから

なる植物群落）を最終緑化目標として設定すること。 

4.4 初期緑化目標 

外来植物が過度に繁茂することなく、施工対象地域に自然分布する種、および在来の自然侵

入種で形成され、最終緑化目標に向けた遷移が見込める植物群落を初期緑化目標として設定す

ること。 

4.5 緑化の工法 

・緑化基礎工は侵食防止効果の高い工法とすること。また、生育基盤材には地域の生態系への影響

を与えない自然材料を使用すること。 
・植生工は、地域性系統の植物を用いて緑化する「地域性系統植物利用工」、法面周辺からの植物

の自然侵入により植生回復を図る「自然侵入促進工」、工事予定地の表土を採取して表土中の埋

土種子により植生回復を図る「表土利用工」を基本とする。 
・外来種の侵入を未然に防止するよう、配慮すること。 

4.6 使用する地域性系統の植物 

使用する地域性系統の植物は、施工対象地域内およびその周辺に生育する草本類・木本類の

中から選択し、その種子、あるいはその種子を育苗した施工対象地域での活着が見込める生育

状態の良い苗を使用すること。 

4.7 施工後の管理 

・初期緑化目標達成までの間には、生育基盤の侵食や損壊等の状況を点検するとともに、初期緑

化目標とする群落形成に必要な植生管理（植生誘導管理）を行うこと。 
・初期緑化目標達成後には、最終緑化目標に向けた植生の推移をモニタリングしながら状況に応

じて必要な管理等（監視的管理）を行うこと。 


